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平成29年度

宇和島市の

財政状況

　
平
成
29
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
の
決
算
（
普
通
会
計
）
で
は
、
歳
入
か
ら
歳
出
と
翌
年
度
に
繰

越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
７
．９
億

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
市
税
の
減
少
の
ほ
か
、
合
併
に
伴
う

普
通
交
付
税
な
ど
の
特
別
措
置
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、

引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

歳入

438.0億円

167.7億円（＋18.4億円）

国庫支出金

57.3億円

（△11.6％）

市税

78.6億円

（＋0.9％）

地方交付税

168.4億円

（△3.6％）

■市の貯金（基金残高）

　市はさまざまな目的のために、資金を積み立て
たり運用したりしています。

　市税などの自主財源は116.3億円（前年比＋0.0％）で、地方

交付税や国県支出金などの依存財源は321.7億円（前年比△

2.4％）で、全体としては438.0億円（前年比△1.8％）となって

います。
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寄附金

2.6億円（△20.7％）

繰入金

1.7億円（＋8.4％）

繰越金

13.2億円

（△3.7％）

諸収入ほか

20.2億円

（＋2.0％）

県支出金

31.6億円

（△0.8％）
市債

45.8億円

（＋13.8％）

地方譲与税ほか

18.6億円（＋3.8％）

■各会計決算額

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額

一般会計 44,668 43,257 1,411

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定) 12,691 12,082 609

国民健康保険

（直営診療施設勘定）
196 196 0

後期高齢者医療 2,116 2,079 37

介護保険（保険事業勘定） 9,872 9,739 133

介護保険

（介護サービス事業勘定）
36 32 4

財産区管理会 22 20 2

土地取得事業 149 132 17

住宅新築資金等貸付事業 32 266 △ 234

公共下水道事業 1,681 1,670 11

小規模下水道事業 66 66 0
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歳出

426.1億円

■用語解説

【普通会計】ほかの地方公共団体との
財政比較や統一した把握を容易にす
るための地方財政統計上の会計区分
で、当市の場合は「一般会計」、「土地
取得事業・住宅新築資金等貸付事業
の各特別会計」を１つにまとめたもの

【自主財源】市税や使用料・手数料な
どの市が自ら調達できる財源。｢自主
財源｣の割合が高いほど、自主性と安
定性のある予算を組むことができま
す。

【依存財源】国や県の意思により定め
られた額で、交付されたり割り当て
られたりする財源

【義務的経費】その支出が義務づけら
れており自由に節減できない経費。
通常は人件費・扶助費・公債費の３
つの費目が該当します。

【公債費】市債（市の借金）の返済に充
てた経費

【投資的経費】その支出の効果が資本
形成に向けられ、施設など将来に残
るものに使われる経費

【基　金】特定の目的のために財産を
維持し、資金を積み立てまたは定額
の資金を運用するために設けられる
資金や財産

325.4億円（△４.0億円）

■市の借金（市債残高）
　市が大きな事業をするために必要な財源で、多
世代で利用する施設などを公平に負担する役割も
あります。

　人件費、公債費などの義務的経費が190.8億円（前年比△

1.2％）で、普通建設事業費などの投資的経費が52.3億円（前

年比△1.5％）、物件費・補助費等などの一般行政経費が

183.0億円（前年比△1.9％）で、全体としては426.1億円（前年

比△1.5％）となっています。

84.5％（＋1.2％）
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■財政の余裕

　財政の弾力性を示す指標で、比率が低いほど財
政的な余裕があるとされています。
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329.4 325.4

人件費

55.2億円

（△3.6％）

扶助費

83.4億円

（＋1.1％）

公債費

52.2億円

（△2.2％）

普通建設

事業費

50.4億円

（＋1.1％）災害復旧事業費

1.9億円（△41.6％）

物件費

33.6億円

（△3.6％）

補助費等

72.4億円

（△0.3％）

繰出金

51.0億円

（△1.3％）

積立金ほか

26.0億円（△4.8％）
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■財政健全化に関する指標

　健全化判断比率と資金不足比率は、決算の内容が良い状態なのか、
将来に不安はないのかなどを判断する指標であり、比率が低いほど
自由度の高い財政運営であるとされています。また、基準を超えた
場合は、財政健全化計画などを作成し、改善が義務付けられます。
　市の比率は次のとおりで、早期健全化・財政再生の基準を超える
ものはありません。

【資金不足比率】公営企業ごとに、資金不足額をその企業の事業規
模で割った比率（経営健全化基準20.0％）。公営企業会計（水道事業
会計ほか４事業会計）について、介護老人保健施設事業会計で5.6％
の資金不足が生じています。

比率区分 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
Ｈ29

(速報値)

Ｈ29早
期健全
化基準

財政再

生基準

実質赤字 － － － － － 12.01 20.00

連結実質赤字 － － － － － 17.01 30.00

実質公債費 10.0 8.3 6.8 5.6 4.9 25.0 35.00

将来負担 34.2 9.7 － － － 350.0

【損益計算書】 （単位：千円）

宇和島病院 吉田病院 津島病院 合 計

費
用
の
部

医業費用 11,939,508 90.0％ 844,515 77.3％ 1,153,213 77.9％ 13,937,236 88.0％ 

医業外費用 660,146 5.0％ 32,954 3.0％ 38,021 2.6％ 730,297 4.6％ 

特別損失 670,836 5.0％ 215,456 19.7％ 289,542 19.5％ 1,175,834 7.4％ 

合　計 13,270,490 1,092,925 1,480,776 15,843,367

収
益
の
部

医業収益 11,791,955 92.6％ 827,024 87.3％ 1,213,574 88.4％ 13,832,553 91.9％ 

医業外収益 922,695 7.3％ 120,560 12.7％ 158,191 11.5％ 1,200,622 8.0％ 

特別利益 15,771 0.1％ 79 0％ 658 0.1％ 16,508 0.1％ 

合　計 12,730,421 947,663 1,372,423 15,049,683

当年度純損失 540,069 145,262 108,353 793,684

※病院事業内での取引を相殺調整しているため、合計とは合致しません。

■用語解説

【実質赤字比率】一般会計など（連結
実質赤字比率は全会計）を対象とした
実質的な赤字の標準財政規模に対す
る比率で、財政運営悪化の度合いを
示す指標

【実質公債費比率】一般会計などで借
りた市債の償還金と公営企業などが
借りた市債の償還金に対する一般会
計負担の合計額の標準財政規模に対
する比率で、どれだけが借金返済額
に使われているかを示す指標

【将来負担比率】公営企業や土地開発
公社なども含め、市が将来負担しな
ければならない実質的な負債の標準
財政規模に対する比率で、将来財政
を圧迫する度合いを示す指標

【貸借対照表】 （単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

有形固定資産 15,284,766
負
債
の
部

固定負債 15,882,269

無形固定資産 9,989 流動負債 3,189,191

投　資 846,635 繰延収益 936,361

流動資産 10,728,990 負債合計 20,007,821

繰延資産 0 資
本
の
部

資本金 12,608,604

資産合計 26,870,380 剰余金 △5,746,045

資本合計 6,862,559

負債・資本合計 26,870,380

【患者利用状況】 （単位：人）

病院名 入院患者延数 外来患者延数 病床利用率

宇和島病院 147,449 (404) 244,224 (1,001) 92.9％

吉田病院 28,149 (77) 31,441 (129) 53.6％ (77.1％)

津島病院 32,332 (89) 40,506 (157) 66.6％ (84.4％)

合　計 207,930 (570) 316,171 (1,287) －

▼患者数のカッコ内は１日あたりの患者数です。

▼病床利用率のカッコ内は、休床数を除く病床利用率です。

病院事業

【建設改良事業】

▼  改良工事、医療機械整

備など：790,806千円

　（消費税込）
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【損益計算書】 （単位：千円）

オレンジ荘 ふれあい荘 合　計

費
用
の
部

施設事業費用 324,726 81.6％ 314,082 79.0％ 638,808 80.3％ 

施設事業外費用 8,830 2.2％ 13,926 3.5％ 22,756 2.9％ 

特別損失 64,202 16.2％ 69,750 17.5％ 133,952 16.8％ 

合　計 397,758 397,758 795,516

収
益
の
部

施設事業収益 333,016 99.1％ 286,688 98.2％ 619,704 98.6％ 

施設事業外収益 3,144 0.9％ 5,353 1.8％ 8,497 1.4％ 

特別利益 0 0％ 5 0％ 5 0％ 

合　計 336,160 292,046 628,206

当年度純損失 61,598 105,712 167,310

【貸借対照表】 （単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

有形固定資産 950,281
負
債
の
部

固定負債 577,152

無形固定資産 700 流動負債 219,584

投資そのほかの資産 447,307 繰延収益 139,105

流動資産 111,094 負債合計 935,841

資産合計 1,509,382 資
本
の
部

資本金 1,084,551

剰余金 △511,010

資本合計 573,541

負債・資本合計 1,509,382

【施設利用状況】 （単位：人）

オレンジ荘 ふれあい荘 合　計

入
所
者

延数 25,346 21,240 46,586

１日平均 69.4 58.2 127.6

利用率 92.6％ 97.0％ 94.5％

通
所
者

延数 3,692 3,231 6,923

１日平均 15.3 13.2 28.5

利用率 76.6％ 66.2％ 71.4％

※ 病院・水道・介護老人保健施設事

業の損益計算書は平成29年度の

１年間、貸借対照表は平成30年

３月31日現在の数値です。なお、

様式については地方公営企業法

施行規則に沿った独自様式です。

【損益計算書】 （単位：千円）

費用の部 収益の部

営業費用 2,074,231 96.1％ 営業収益 2,372,571 91.0％

営業外費用 83,563 3.9％ 営業外収益 231,656 8.9％

特別損失 352 0％ 特別利益 1,738 0.1％

費用合計 2,158,146 収益合計 2,605,965 

当年度純利益 447,819千円

【貸借対照表】 （単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

有形固定資産 13,541,169
負
債
の
部

固定負債 4,803,287

無形固定資産 300,026 流動負債 685,141

流動資産 2,555,154 繰延収益 2,512,757

資産合計 16,396,349 負債合計 8,001,185

資
本
の
部

資本金 5,913,567

剰余金 2,481,597

資本合計 8,395,164

負債・資本合計 16,396,349

【地区別配水量】 (単位：㎥)

地区名 年間配水量 １日平均配水量

宇和島 7,204,092 19,737

吉　田 1,075,851 2,948

三　間 675,310 1,850

津　島 1,620,338 4,439

合　計 10,575,591 28,974

水道事業

介護老人保健施設事業
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